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ことである｡ ｢GNH｣ (Gross National Happi-















慎重に国の開発計画をたててきた｡ だが, 今, こ
の二週遅れのランナーが観光の分野で速度を上げ
て走り始めた｡
ブータンは ｢High Value, Low Volume｣ の
観光理念をかかげ, 観光客数を制限してきた(4)｡
その結果, ブータンの観光は ｢restricted tour-
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表 年間観光客数
年 観光客数 年 観光客数
1974 274 1996 5,138
1983 1,979 1997 5,363
1985 1,895 1998 6,204
1986 2,405 1999 7,051
1987 2,524 2000 7,559
1988 2,199 2001 6,393
1989 1,480 2002 5,599
1990 1,538 2003 6,261
1991 2,106 2004 9,249
1992 2,763 2005 13,626
1993 2,984 2006 17,344
1994 3,971 2007 21,094
1995 4,765
出典：Royal Gov. of Bhutan, National Environment Com-
mission, The Middle Path : National Environment
Strategy for Bhutan, 1988, Ministry of Economic
Affairs, Dept. of Tourism, International Tourism
Monitor : Annual Report 2007, 2008
光客の入国数は, 他のアジア諸国と比較し, 極端








































東西約 300 km, 南北 150 km の陸地に囲まれた
国である｡ 国土面積は 46,500 kmで, これは日本
の国土面積のほぼ 8分の 1, 九州の 1.3倍の面積






岳地帯となっており, 標高 100 mからチベット
国境のクーラカンリ頂上の 7,554 mとかなりの標
高差がある(6)｡ 今回の調査でも標高 2,400 mの首






















る｡ 彼は 1959年に, 『秘境ブータン』 という紀行
文を著し, 1965年には 『ヒマラヤの王国ブータ























た｡ また, GNH (国民総幸福量) の話は JICA
の専門家や環境問題の研究者の間では前々から取
り上げられており, ブータンは ｢21世紀の開発




｢The Other Final 2002｣ という映画にもなった｡













王となり, その戴冠式が 1974年に行われた｡ そ
の際に外国から約 20名の国賓を迎えることとな
り, そのために宿泊施設を建設するとともに, 道






に, 旅行者がブータンを ｢シャングリラ (失われ


















要とした｡ プナカ, ワンデュ・ポダンには 1978
年に入ることが許可され, 1982年までには中央




















た ｢ブータン観光公団｣ (Bhutan Tourism Cor-
poration : BTC) が所管であった｡ したがって,
外国人観光客は ｢ツーリスト｣ というより, 国の







業省にブータン観光庁 (Tourism Authority of
Bhutan : TAB) が設立され, 1998 年には政府
観光局 (Dept. of Tourism Bhutan : DOT) と
なった｡ また, 2008年にはブータン観光審議会
































beautyと風流を目撃した｡ 日本は “a thing of







































































農地が 7.71％, 牧草地が 3.9％, 居住地が 0.08％,
園芸地が 0.14％, その他が 16.7％である(19)｡ 園芸
地とは主としてりんごや柑橘類の果樹栽培で, そ
の他とあるのは万年雪・氷河や湖沼面積である｡
ブータンは ｢森林及び自然環境保全法｣ で, 国の
6割を森林として保護することが定められている





ト｣ と称されるほどである｡ また, 国際自然保護


























































































環境の保全につながります｣ と答えた｡ また, 王
族の方々が地方に行かれる時には移動トイレを用
意するということだった(21)｡ そして 8年たった













































ク国王が退位し, 2008年 11月に第 5代国王ジク
メ・ケサル・ナムウゲル・ワンチュク皇太子が即
































観光地への案内, 解説の他にも, 買い物, 食事,
病気の世話等, あらゆることをお願いできる頼も















は, 九鬼周造のいう 『日本の粋』 や山本七平のい













ンのイメージには ｢珍しい｣, ｢文化的な｣, ｢伝統
の｣, ｢仏教の｣, ｢神秘的｣, ｢平和的｣, ｢山々の｣,
｢自然美あふれる｣, ｢エキゾチックな｣ といった
形容詞が用いられ, また, ホームページの旅行案
内には, ｢シャングリラ｣, ｢パラダイス｣, ｢悠久
の｣, ｢不思議な｣, ｢荘厳な｣, ｢そこなわれていな
い｣, ｢環境のホットスポット｣, ｢原始の｣ ｢手つ











結果として ｢制限ツーリズム｣ となり, ｢ブータ
ンの特殊性｣ を演出しているのである｡ ｢制限す
る｣ とは, 限界を定め, 線引きをするもので, こ
の意味するものは ｢排他性｣ である｡ また, こう
いったユニークな制度は ｢高級感｣ と同時に ｢稀
少価値｣ をも演出しているのである｡ そういった






























のである｡ こういった文化, 歴史的な観光, 国立
公園や自然地域のトレッキングなど, ツアーの内












































止｣ を宣言し, その国王の在位 25周年にあわせ
て, プラスチック袋などの使用・販売を法律で禁
止することになった｡ また, 世界で唯一の禁煙国































1990 年から 96 年の 7 年間に約 16,000 人から約
27,000人にも増えたのである｡ さらに 2004年に









4月, 10月, 11月である｡ それは季節が一番良
いのと, 宗教や文化的行事がこの時期にあるから







集中しており, パロ, ティンプー, プナカ, ワン


















｢High Value, Low Volume ｣ から, ｢High





たのが, ①責任ある観光, ②独自性を保つ, ③本
物志向, ④高い質, であった｡ これを原則としつ
つ, 10万人の観光客数の受け入れを目標とし,
観光による雇用を今までの 5％増加させる計画を


























































































を ｢制限する｣ のと ｢増やす｣ という相反する面
を併せ持つキャッチコピーだったのである｡ ブー
タン審議会は今後の ｢観光 10年計画｣ において
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